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特集●健康食品をめぐって
健康食品ブームの社会的背景 早稲田大学大学院政治学研究科教授 瀬川 至朗

健康食品・サプリメントの整理・分類と理解 甲子園大学学長・前国立栄養研究所理事長 田中 平三

保健機能食品・サプリメントの正しい使い方 (独)国立健康・栄養研究所情報センター 梅垣 敬三

サプリメントの有効性の疫学研究 国立長寿医療センター研究所疫学研究部部長 下方 浩史・他

健康食品による健康被害 筑波大学名誉教授，茨城県立医療大学名誉教授 内藤 裕史

保健所における「健康食品」への対応 兵庫県健康福祉部健康局医務課 毛利 好孝・他

野菜や薬草等の機能性とその健康利用 山形県衛生研究所理化学部 笠原 義正

スポーツ医学とサプリメント 名古屋大学大学院生命農学研究科栄養生化学研究室 下村 吉治

●視点

住むまちへの愛着が健康なまちづくりのエネルギー─口腔保健，地域の食文化，伝統的な健康法
健康づくり総合アドバイザー・歯科医師 田沢 光正

●［新連載］働く人と健康

成果主義とメンタルヘルス メンタルクリニックみさと 天笠 崇
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編集室通信

今月の特集は，地球温暖化対策でした．
今までのブッシュ政権下では企業の利益優
先傾向が顕著で，世界規模での地球温暖
化対策におけるアメリカの協力は得られにく
いものでした．しかし，2009 年からはアメリカ
大統領がオバマ氏に代わります．地球温暖
化におけるアメリカの，新たな(真の)リーダー
シップに期待したいと思います．また今回オ
バマ氏が大統領に当選したことで，アメリカ
の人権における捉え方の変化も実感していま
す．まさに「チェンジ�」．時代はボーダーレ
スに，世界はゆっくりと1つになっていくチャン
スがめぐって来たのではと感じます．これか
ら，よりよき「チェンジ�」が，世界のあちこち
で起こりますように． (野中)

(担当/野中・今田)
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多田羅浩三 大阪大学名誉教授・放送大学教授

林 謙治 国立保健医療科学院
編集委員（50 音順）

阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所

品川 靖子 東京都文京区文京保健所

高鳥毛敏雄 大阪大学大学院医学系研究科

西田 茂樹 福島県衛生研究所

師走を迎えると「今年の十大ニュース」が話題になりま
す．2008 年は，サブプライム世界不況，脅かされる食の
安全，資源・燃料高など，不安をかき立てるニュースが
目立ちました．
そんな中で私自身は，国産の月周回衛星「かぐや」が

「満地球の出」のハイビジョン動画撮影に世界で初めて成
功したという明るいニュースを，上位にランク付けしました．
青く丸く美しい地球が月面から昇ってくる映像を見て，科学
技術の進歩を実感するとともに，「宇宙船地球号」の神秘
的な青さにあらためて感動しました．京都議定書の第一約
束期間の開始年でもあり，あの美しい映像から「京都の
約束」を連想し，「青く映る海と森を守らなければ�」と思
いました．
本号の特集ですが，企画段階では，将来に向けて悲

観的な論調の論文が多くなることを想定しておりました．し
かし蓋を開けてみると，厳しい将来予測をしっかり受け止め
つつ，前向きに「夢」を持って今後の対策を提案されてい
る玉稿ばかりで，とても勇気付けられました．
温暖化対策を議論する中で，「①生活水準の低下を防

ぐためには，今後も経済成長が必要だ」→「②経済成長は
エネルギー供給量の増加を必要とする」→「③経済成長を
続けるには，化石燃料に代わりうるエネルギー源の開発が
必要だ」という三段論法を耳にしますが，その誤りを再認
識した特集でもありました．省エネ技術や代替エネルギー
の開発はもちろん重要ですが，誤りの根源が第一段にある
とすれば，新たな価値観や生活様式などの提案がより重要
と思った次第です．

(阿彦忠之)
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